
ベトナムの有機排水処理は 
CM・CMSシステムが 常識になるか？ 

高濃度有機排水処理 
 

最新技術の酵素活性化法 
 

 CMシステム・CMSシステムのご紹介 
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ベトナムで海外初の実証テストを実施！ 

JICA ODAによる ベトナム国での調査・実証テストを実施 

調査名：ベトナム国ハイフォン市における 
      高濃度有機排水（高ＢＯＤ排水）を対象とした 
      高性能排水処理システムの調査 

テスト場所：ナム・ハイ海産物卸売市場  テスト期間：2ヶ月間 

実施期間：2016年3月～2017年4月 
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 商品名 : ＣＭシステム      ＣＭＳシステム 特許取得 

既設流用 ２０Ｔｏｎ/日処理 
Ｈ２７年度 

（食品加工排水） 

新設 ６０Ｔｏｎ/日処理 
Ｈ２４年度 

（食品加工排水） 

既設流用 ９０0Ｔｏｎ/日処理 
Ｈ２０年度 

（皮革加工排水） 

酵素活性化法の有機排水処理技術とは！ 

日本国内２1企業に設置 

従来型の活性汚泥法では無く 酵素の触媒作用（化学変化）と 
酵素循環システムを組み合わせることで、微生物環境の最良化と 
酵素環境の長期間維持に成功した、画期的な有機排水処理技術です 

Catalysis ＋ Microorganism  Catalysis ＋ Microorganism ＋ Support  
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従来型活性汚泥法との違い！ 

活性汚泥法 

微生物管理が重要 

CM・CMSシステム （酵素活性化法） 

 
 

酵素を作り微生物を産み出す 
循環型CM・CMSシステムが 

長期間の低コストと安定処理を実現！ 

＜ 
酵素触媒による 
化学処理法 

環境変化に強い！ 

酵素の環境が 
微生物を守り 
酵素の環境が 
微生物を 
産み出す！ 

微生物による 
生物処理法 

環境変化に弱い！ 

悪臭の無臭化 

ｐHの中性化 

死滅微生物の細胞膜破壊 
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濃度に対する処理能力 ランニングコスト 
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ポジショニング（高濃度で差が出る）！ 

低濃度処理 

低～高濃度まで 
対応 

低～中濃度 
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ベトナムでのテスト状況 1日150 L処理 

処理状況 
採取 直後 

処理状況 
採取 １０分後 原水槽 200Lタンク 

原水採取 午前0時～7時  

BOD≧COD：1,300㎎/Lの分析数値から日量150Lの処理テストを行う 
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テスト結果 原水・処理水分析数値と放流基準(B基準) 

放流基準  （Ｂ基準） 
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テスト期間 2016年9月9日～10月24日 処理水量約6,000L(実測値） 

余剰汚泥を一度も排出していないため数値が高く出る 余剰汚泥を排出することで数値は下がる 

BOD≧CODを1,300㎎/L 
想定でテストを行ったが 
原水のCOD数値が高く 
放流基準に達しない結果と
なった。 
COD処理に関しては 
既に対策済みである。 
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CM・CMSシステム まとめ！ 

イニシャルコスト  

ランニングコスト 

BODの処理能力 

悪臭問題 

ｎ-Hexの処理能力 
 (油分) 

従来型活性汚泥法と変わらない 

従来型活性汚泥法の30～50％程度 
余剰汚泥の大幅削減（死滅した微生物をシステム内で 
消化70～90％の減容）・薬品・電気代の削減など 
約5～10年で設備費の償却が可能 

従来型活性汚泥法の数10倍 
活性汚泥法：～4,000㎎/L 
CM・CMSシステム：～100,000㎎/L 

従来型活性汚泥法の7倍 
活性汚泥法：～100㎎/L 
ＣＭ・CMSシステム：～700㎎/L 

従来型活性汚泥法の悪臭問題を無くす 
ＣＭ・CMSシステム：悪臭を無臭に変える 
近隣とのトラブルの回避 

既設流用 
現行設備をＣＭ・CMSシステムに変更出来る 
一部ＣＭ・CMSシステム化で安定処理が出来る 
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